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編 集 後 記 
 

本調査研究事業は平成 18 年度から３年間にわたって行われたものです。本事業の企画実施に

あたって多くの方々から多大なご支援をいただいたことに改めて御礼を申し上げます。なかでも

厚生労働省老健局の皆様、全国 83 ヵ所の地域包括支援センター・市町村の担当職員の方々、そ

して何よりも調査にご協力いただいた約２万名の方々に、心より感謝申し上げるとともに敬意を

表する次第であります。 

また調査研究委員会にご参加いただいた先生方には、ご多忙な中、煩雑な統計解析や作表を何

度も行っていただいましたことに、深謝致します。わが国の介護予防をさらに良いものにしてい

こうとする先生方の熱意こそが、本調査研究委員会の何よりの支えでありました。改めて御礼申

し上げます。 

また委員会の運営や報告書の作成にあたっては、財団法人日本公衆衛生協会の平野雅久参与、

稲泉洋子さん、東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野・秘書の仲田佳子さんの尽力が不可

欠であったことを記し、謝辞に代えたいと思います。 

本調査研究が契機となって、わが国の介護予防がさらに発展し、高齢者一人ひとりの健康寿命

がさらに延び、そして真の意味で長寿を喜び合える社会が一日も早く実現することを切に望むも

のであります（I.T.）。 
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介護保険制度の適正な運営・周知に寄与する調査研究事業 
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